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かいた版ネウボラ安心して、
楽しみながら
子育て

妊婦さん対象の事業が10月からスタート
問い合わせ先　ひまわりプラザ　☎824−1225

マタニティセミナー母乳育児サロン
（マタニティサロン）

妊婦さんを対象にした、３回シリーズの母乳育児講座
助産師が、産後から始まる授乳に役立つ

母乳の知識・授乳の方法についてお話します。（要予約）
①10/２（月）　②10/30（月）　③11/９（木）

14時～15時30分

助産師相談室
妊娠や出産について気になること、心配なことを

助産師にゆっくり相談できます。（要予約）
10/13（金）午後、10/17（火）午前
10/18（水）午前、10/26（木）午前

午前：①９時～ ②10時～ ③11時～
 午後：①13時～ ②14時～ ③15時～妊婦体操

（マタニティサロン）
助産師が一緒になって、妊娠・出産・産後に関わる

体の動きについて、お話しながら進める体操教室です。（要予約）
対象◆16週～37週の妊婦（主治医の許可が必要です）

①１0/１1（水）②10/25（水）③11/６（月）
14時～15時30分

海田町新庁舎整備
基本計画・基本設計業務が始まります
　現在、海田町では、新庁舎整備の検討を進めていま
す。その検討の一環として、平成28年度に、新庁舎
整備基本構想を策定しました。

　この構想で定めた、今後の庁舎整備において基本と
なる方向性を基に、具体的な建物配置や部屋の配置、
階構成や設備の内容、内外デザインの基本的な内容と
これに基づく概算工事費、規模を算出する基本計画・
基本設計を行います。

○基本計画・基本設計業務の開始
　公募型建築プロポーザル方式により、事業者を決定し、今月から基本計画・基本設計業務に着手します。
　基本構想で定めた７つのコンセプトを基に、新庁舎の整備に取り組みます。
　今後の取り組みや業務の進捗状況など、詳しい内容は、来月以降、随時お知らせします。

○庁舎建設７つのコンセプト
　海田町にふさわしい新庁舎の実現を目指し、次の７つのコンセプトを踏まえて今後の取り組みを進めます。

1 住民にとって安全・安心な庁舎
　災害時に必要な行政サービスを滞りなく提供できる安全
性と機能性を備えた庁舎とします。また、普段から利用可
能な防災機能も備えた庁舎を目指します。

3 効率的な行政運営を促進する庁舎
　維持管理にかかるコストを視野に入れ、ライフサイクル
コストの縮減を図り、効率的な行財政運営に資する庁舎を
目指します。また、職員が効率的に質の高い行政サービス
を提供できる、機能的で働きやすい執務環境を整えた庁舎
を目指します。

5 町の活性化に資する庁舎
　立地する地域の周辺施設と連携し、地域の活性化を図る
とともに、周辺幹線道路沿線の賑わいを通じて町全体に活
力を与える庁舎を目指します。

場所はひまわりプラザです。ぜひ来てください。

7 開かれた議会とその活動を支える庁舎
　町民が議会に参加しやすい、分かりやすい議会を目指します。

2 利用者にとって利便性の高い庁舎
　窓口部門の集約化や分かりやすいレイアウト・案内表示
を行うなど、ユニバーサルデザインに配慮し、誰にとって
も利用しやすい庁舎を目指します。

4 住民参画・協働を促進する庁舎
　行政と住民の協働の場となる交流スペースなどの整備や、
住民活動の拠点機能の整備などを検討し、住民の行政への
参画・協働を促進する庁舎を目指します。

6 暮らしやすさを促進する庁舎
　町民の暮らしの一部として、誰もが気軽に立ち寄りやす
い雰囲気の庁舎を目指します。また、来庁することで新た
な海田町の魅力を知ることのできる庁舎や、暮らしに役立
つ情報を発信する庁舎を目指します。

企画課　☎823−9212　蕭823−9203

妊娠期から子育て期まで切れ目なくサポート

○候補地の現況
　候補地は、東西軸では市街地のやや西寄り、南北軸では、
ほぼ中央に位置しており、徒歩圏（半径800メートル）人
口は約14,000人です。町内主要幹線道路のいずれの交点
にも近く、多数の車両が通過する都市計画道路堀川曽田線

（県道矢野海田線）に接しています。
　町内外からのアクセスに利便性の高い立地です。

10月から母子健康手帳の発行が
ひまわりプラザでも始まります！


